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令和 7 年度の教育活動等に対する学校評価書        

 

学校法人静岡豊田学園静岡豊田幼稚園長 宮下友美惠 

学校法人静岡豊田学園静岡豊田幼稚園学校関係者評価委員会 

１ 幼稚園の教育目標 

１ 幼児期の発達段階に即した教育環境を整え、子どもたちの自発的な活動をもとにして、生き生きとした意欲的な子どもを育てる。 

２ 楽しく豊かな生活経験を通して、個性に応じたそれぞれの能力の芽生えを伸ばし、健康的で明るい子どもを育てる。 

３ 様々な表現活動を通して、豊かな心と創造性の芽生えを育てる。 

 

２ 本年度の重点目標 

・子どもたちの成長を支える環境づくり （ごっこ遊びを中心として） 

・インクルーシブ教育をチームで進める 

 

３ 評価項目に対する自己評価及び学校関係者評価結果 

 

評価項目 

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 

評価 取 組 状 況 取組による成果 評価 意 見 

子供たちの成

長を支える環

境づくり （ご

っこ遊びを中

心として） 

Ａ ・満 3歳児、年少児は、見立てたり真似し

たりして楽しむ時期なので、家での生活を

イメージしながらお家ごっこや簡単なお

店屋さんごっこができる環境を工夫した。

一人一人の思いを受け止め、安心して遊ぶ

ことができる雰囲気を大切にした。それぞ

れの興味や経験してきたことが違うので、

コーナーをいくつか作り、選んでごっこ遊

びを楽しめるようにした。また、友達とか

かわる楽しさに気づけるような援助もし

てきた。 

・年中では、身近なことやこれまで体験し

てきたことをごっこ遊びで再現したいと

いう思いが強くなってきたので、教師も遊

びに必要なものを一緒に考えたり、作った

りして援助した。子どもの自分でやりたい

という気持ちを大切にし、使いやすい素材

や材料を環境として用意し、時間はかかっ

ても子どもが自分の力でやれるように見

守ったり、励ましたり、認めたりした。 

・年長では、ごっこ遊びを進める空間をい

くつか分けて作り、それぞれの遊びが伸び

伸びと展開できるような環境づくりをし

た。子どもたちが自分たちのイメージを実

現できるように、様々な材料を用意し、選

んで使えるようにした。なりきって遊ぶこ

とに興味、関心を持っている子が多かった

ので、衣装やアクセサリーなど、身に付け

るものを考えて作ることのできる環境を

工夫した。 

・色や形で見立てることができそうな玩具

を意識して準備することで、より見立て遊

びを楽しむ姿が見られた。自分の言葉で遊

びのイメージを伝えることが難しい子も

いるので、教師が子どものイメージを適切

に受け取って援助することを心掛けるこ

とにより、ごっこ遊びが継続して展開され

るようになった。遊びを通して友達とのか

かわりも増え、自分の思いを言葉で表すこ

とができるようになってきた。 

・すでにあるものに自分で作ったものを加

えて、友達と遊びの場を共有しながら楽し

く遊ぶ姿が見られるようになった。友達と

思いや考えを出し合うなかで、葛藤したり

折り合いをつけたりしながら一緒に遊び

を進める経験を大切にしたかったが、行事

等が多くなる時期は、じっくりと遊ぶ時間

がとれなかったことが課題である。 

・友達とイメージを共有しながら遊びを進

め、広げていくことができるようになっ

た。その中で、自分の役割を見つけ、協力

しながら遊びに必要なものを自分たちで

作る姿が見られ、充実感を味わっていた。

クラスでの遊びは深まったが、年長児全体

で交流したり、他の学年の子を自分たちの

ごっこ遊びに誘って遊びを進める姿が少

なかったので、今後はそのような交流が生

まれるような環境や援助を工夫したい。 

Ａ ・子どもたちのごっこ遊びの様子を

見ていると、その子の興味・関心が

どこにあるのかよくわかる。先生た

ちが、子どもの発達の過程をよく理

解したうえで、その時期に大切にす

べき経験を捉えて、環境を工夫して

いると感じた。 

・家庭で見立て遊びをすることが減

っていることが、イメージすること

の難しさに繋がっているように思

う。また、保護者が見立て遊びをす

ることの重要性を知らないため、安

易におもちゃを与えているように

思う。 

・普段の生活の中で情報を得ること

がインプットで、ごっこ遊びで再現

したいものを自分なりに再現する

ことがアウトプットにあたると思

う。そのような経験を十分にできる

幼稚園の生活は子どもの成長に大

きな影響を与えていると思う。 

・これからの時代、AIが仕事や生活

の中に大きくかかわってくると思

うが、AIを活用するためには、想像

力が必要。それには、幼児期こそ実

体験の積み重ねをすることが重要

で、実体験を大切にし、本物を環境

として与えている豊田幼稚園の教

育は素晴らしいと思った。 

インクルーシ

ブ教育をチー

ムで進める 

 

Ａ ・子ども一人一人の特性を大切にしなが

ら、その子に合わせたねらいを立て、環境

や援助の仕方を考えるようにした。クラス

の担任だけでなく、園の教職員全員で協力

して保育を進めた。 

・苦手なことにも楽しくかかわっていける

よう、活動の進め方や声掛けを工夫した。 

・療育施設に通っている子どもについて

は、個別の指導計画を立て、必要に応じて

保護者や施設の職員と面談をすることで

支援の方向性を共有した。特に、行事への

・クラスの枠を越えて、教師間で協力体制

を組むことで、個別な支援を必要とする子

にも、丁寧なかかわりをすることができ、

一人一人が安心して生活することができ

た。 

・クラス担任と預かり保育の担当者とも情

報交換をすることで、しっかりと連携がと

れた。 

・行事等では、その子のねらいを大切にし、

保護者とも連携することで、楽しんで行事

に参加することができた。学年が上がるに

Ａ ・幼稚園と療育施設の両方を並行し

て通っている園児が増えていると

のことだが、療育に通っている子ど

もの保護者と話した時も、「担任の

先生に加え、他の先生たちもその子

のためにきめ細かな指導をしてく

れている」と言っていた。年少の時

は療育施設に通っていたが、そのよ

うな支援の積み重ねによって大き

く成長し、年長では療育に通わなく

てもよくなった。どの子もとり残さ



取り組みについては、その子の様子を保護

者にきめ細かく伝え、共通理解しながら進

めていくように心がけた。 

・保護者が外国籍の子どもについては、言

語や生活習慣、文化の違いによってその子

が園生活で困ることのないよう、全教職員

で共通理解をし、子どもや保護者に対して

丁寧なかかわりをするようにした。 

つれて、課題のある活動や学年全体での取

り組みが増えるので、より教師間の連携や

保護者との共通理解が大切になってくる。 

・外国籍の保護者には、伝わっていないこ

とや分かっていないことがないか気を配

り、対面で確認することで、保護者も子も

園生活に慣れ、信頼関係を築くことができ

た。 

ないという園の姿勢が、子どもたち

によい影響を与えている。 

・日本語が苦手な保護者にも、きめ

細かく丁寧にかかわっている様子

がよくわかる。保護者が安心するこ

とで子どもも安心して園生活を送

ることができる。これからも一人一

人に応じた指導を、チームで進めて

いってほしい。 

 

評価（Ａ…十分に成果があった Ｂ…少し成果があった Ｃ…成果がなかった） 

 

4 来年度取り組むべき課題 

 

・教育課程の改善 

 ・体験の質を支える教師の役割を考える 

 ・幼小接続の推進 

 

 

5 財務状況 

 

公認会計士監査により、適正に運営されていると認められている。 

 


